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ひみつ１  村山浅間神社は、いつできたの？ 
 
 村山には、平安時代から人が住んでいました。それは、住 居

じゅうきょ

のあとや土器
ど き

が発見されたことでわかってきま

した。 

平安時代の終わり、末代
まつだい

上 人
しょうにん

は、富士
ふ じ

山 頂
さんちょう

に大日寺
だいにちじ

をたてました。また村山には、興法寺
こうほうじ

を作りました。

これが村山浅間神社の始まりです。あれ？お寺と神社はちがうじゃないの？あなたがそう思うのは当然
とうぜん

です。今

は、どこでもお寺と神社は、別ですね。でも平安時代は、神仏
しんぶつ

習 合
しゅうごう

といって、仏様と神様は仲よくやっていま

した。たとえば、富士山を仏様でいうと大日如来
だいにちにょらい

、神様でいうとコノハナサクヤヒメとなります。二つは同じも

のです。ですから、お寺と神社が同じ土地の中にありました。 
じつは、村山浅間神社は、今でもこの形を残している、めずらしいものといえます。みなさんが、村山浅間神

社に歩いていくと、階段
かいだん

が二つあります。右の階段を上っていくと、大日堂に出ます。左の階段を上っていくと、

村山浅間神社に出ます。おもしろいですね。 

明治に入り、神仏
しんぶつ

分離令
ぶんりれい

（＝仏様と神様は別ですから一緒にしてはいけませんという法律）が出された後も大

日堂は、こわされず、今もその姿
すがた

を残しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富嶽三十六景 田子
た ご

の浦
うら
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ひみつ２  末代上人は、何をしたの？ 
 

 末代
まつだい

上 人
しょうにん

は、平安
へいあん

時代
じだい

の人です。駿河
するが

の国（＝静

岡県）に生まれました。伊豆の十
じゅっ

国
こく

峠
とうげ

の近くに住ん

で、山々を歩き修 行
しゅぎょう

をしていました。峠からは、ほ

ら、こんなに富士山がきれいに見えます。 
末代上人は、

朝夕ながめる

富士山に、登

ってみたいと

思いました。 

 

上人は、富士山に登りだすと、その、魅力
みりょく

に取りつ

かれ、何度も、何度も登りました。いったい何回登っ

たと思います？ 
３００回以上登りました。まさに、スーパーマンで

すね。 

富士山を修行の山とした、末代上人は、山 頂
さんちょう

に

大日寺
だいにちじ

を村山に興法寺
こうほうじ

をたてました。自分は、富士山

を守る神様、大棟梁
だいとうりょう

権現
ごんげん

となりました。 
◇ことばの説明 
○平安時代・・・桓

かん

武
む

天皇
てんのう

が、京都（＝平安京）に都

を移してから、鎌倉
かまくら

に幕府
ばくふ

ができるまでの３９０

年間をさします。 

○十国峠・・・むかしの国の名前、伊豆
い ず

・駿河
するが

・遠 江
とおとうみ

・

甲斐
か い

・信濃
しなの

・相模
さがみ

・武蔵
むさし

・上総
かずさ

・下総
しもうさ

・安房
あ わ

１０

か国が見渡せたことから名前がつきました。 

○大日寺・・・大日如来
だいにちにょらい

という仏様をおまつりする  

お寺。 

 
 
 
 
 
 
 
 

末代上人と伝えられている絵 

 ひみつ３  修験者は、なにをする人なの？ 
 
修験者
しゅげんじゃ

は、富士山と、あなたを結
むす

ぶ人です。うーん

そういわれてもよくわからないね。では、もう少しく

わしくみてみましょう。修験者は、何日も富士山に入

って修行し、富士山の持っている力
パワー

を自分の中に取

り入れます。昔から富士山は、パワースポット（＝

霊験所
れいげんしょ

）なんだね。 
その力

パワー

を使って、あなたに加持
か じ

祈祷
きとう

をします。す

ると、あなたは、一年間、病気もしないで、元気にす

ごせます。修験者は、富士山（＝天）とあなた（＝地）

を結ぶ電線みたいなものです。富士山の持っている

力
パワー

をあなたに分け与えるのが、修験者です。そうす

ると、末代上人も、修験者ってことですね。修験者は、

山に伏
ふ

して修行したことから、山伏
やまぶし

ともよばれていま

す。 

室町
むろまち

時代
じだい

になると、村山には村山三坊
むらやまさんぼう

といわれる

お寺ができました。たくさんの人が、村山から富士山

に登るようになりました。 

 

◇ことばの説明 
○山に伏

ふ

して・・・富士山に入り、寝泊
ねとま

りすること。  
○加持

か じ

祈祷
きとう

・・・あなたに良いことが起こるようにお祈
いの

りすること。  

○村山三坊・・・大鏡坊
だいきょうぼう

・池西坊
ちせいぼう

・辻之坊
つじのぼう

のことで

す。登山者（＝道者
どうじゃ

）は、ここにとまり、修験者

といっしょに富士山に登りました。 

 
修験者のいしょう 
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 ひみつ４  村山登山道は、どこを通っていた

の？ 
 
村山登山道は、村山浅間神社の西側を登ります。

札打場
ふだうちば

（＝持ってきた神社の札を打ちつける所）をす

ぎたら中 宮
ちゅうぐう

八幡
はちまん

にお参りします。 
そこから、女人堂

にょにんどう

に出ますが、女の人は、ここから

富士山を拝
おが

んで帰ります。笹
ささ

ごり・御室
おむろ

と歩いていく

と、まわりには、はい松などの低い木しか生えていま

せん。 
今の新６合目からは、現在の登山道と合流します。 
明治３９年（１９０６）に新しい登山道ができてか

らは、村山登山道は、百年以上使われなくなりました。    

みなさんの力で、村山登山道が復活
ふっかつ

するといいです

ね。 

 

村山登山道 

まめ知識  富士
ふ じ

高砂
たかさご

酒造
しゅぞう

には、仏様があるよ。 
 
今から１４１年前、明治

めいじ

７年（１８７４）の７月 
２６・２７日に、富士山にある仏像

ぶつぞう

は、すべてこわさ

れたり、富士宮におろされたりしました。 
なぜ、そんなことになったのでしょう？ 

明治
めいじ

政府
せいふ

は、神道
しんとう

を中心にした政治を行いました。

いままで、神様と仏様は、いっしょにいましたが、こ

れからは、別にしなくてはいけないという、法律
ほうりつ

を作

りました。富士山は神様の山だけになり、仏様はいら

れなくなりました。富士山におさめられていたすぐれ

た仏像は、すてられ、なくなってしまいました。 

これは大変と、富士宮の人は、強力
ごうりき

をやとい、大切

な仏像は富士宮に運びました。高砂酒造では、酒蔵の

２階に８体の仏像をおさめました。これらの薬師
やくし

如来
にょらい

・月光
げっこう

菩薩
ぼさつ

・日光
にっこう

菩薩
ぼさつ

などをみると金属
きんぞく

ででき

ています。木では、富士山のきびしさにたえられない

のでしょう。 

大頂寺
だいちょうじ

やかぎや薬 局
やっきょく

にも大切に保存
ほぞん

されています。 
 

◇ことばの説明 
○神道・・・日本に昔からある教え、自然と神は同じ

と考え、たくさんの神様がいます。 
○強力・・・山に登る人のため、重い荷物を持って、

手助けする人。 

 
 
 

下山仏
げざんぶつ
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                          大日如来
だいにちにょらい

（大頂寺
だいちょうじ

） 

              富士参詣荼羅
ふじさんけいまんだら
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